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             〔A〕 緒     言

 虹豆は南はジヤワ,ス マ トラ等の諸国から北は満洲等までその栽培地域が広 く,從 っ
                                   (1)(2x3)伺)
て前掲の研究の示す様に晶種間差異が著 しい。我国に於る虹豆の成分に関する文献は少

く殊に栽培試験と併行 した ものは殆んどない。故に著者等は前掲の魏1豆の分類に用いた

34晶 種を試料とし,各 晶種の種実並びに茎葉について,一 般成分,無 機成分中燐酸及石

灰,及 ビタミンB1等 を定量 し,食 糧及飼料 としての価値を定め,夏 に利用に関す る若干

の試験を行ったので,そ の結果を報告する。

本研究中一般分析の定量にあたつては本学部農蜷化学研究室原格氏の熱心なる協力を得て行はれ

たものでここに附記して謝意を表する次第である。

              嘩 〕 鉦 豆 の一敲 成分

 肛豆の一般成分については,一 部の品種につき,佐 伯氏,繁 富北山両氏,間 宮氏,等

の報告がある。著者等の分析に用いた試料は前報の栽培方法によって得 られた昭和25年

産のものである。34品 種の均一に 成熟せる種実2GO～3⑪G9位,粒 数 に して大略 ⑳00～

3鍵⑪粒を出來るだけ均一に粉砕 して用いた。分析方法は常法に從って行った。表中粗澱

粉 と称するのは試料に水200cc及2影6塩 酸20ccを 加え2時間半加水分解 して之の…定量

につき還元糖をBertr紐d法 により定量 して求めた値である。

 得 られた結果を,第1表 に示す。第1表 は最左欄にある如 き水分含量の試料につき得

られた分析結果を水分1396に 補正 した表である。排列は前報の分類の順である。この結

果によれば,亜 型の蔓性のものは 「三尺町豆」の外は比較的蛋白質含量高 く,澱 粉量少

い傾向を示 し,1-B型 は 「小豆汀豆」を除けば蛋白含量や 鼠少 く,澱 粉含量 若干多い

傾向を認める。萄葡性璽型の中でも郵一A型 に属する 「Cowpea」 型のもの よ りもW-

B型 の方が,蛋 白含量梢 ζ高 く※を附 した34番 「金時」は形態的には両者に共通の点を

認めるが,一 般成分の結果からみるとW-A型 に近いのではないかと見 られる。
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Table　1．’　General　compositions・　of　Vigna　？lan’ts　seeds
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　釘豆は第1表から云へば水分12～14％，蛋白26～26％，炭水化物50～55％，脂肪1．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
～2・1％t一構舞4・3～7・5％灰分2・6～3・3％であり，空豆について行はれた近藤氏及飯島

及著者等の結果と比較すると大体よく類似した組成を持ち，蛋白に富む澱粉性食品であ

り，栄養学的に極めて均衡のとれた好食糧と云へる。

　　　　　　　　　　　　〔C〕　撃豆の燐酸三石挾含量

　前表に示す様に三種間差に基く灰分量の差異は著しくないが更に栄養上重要なる成分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くア　
として燐酸及石灰を選び定量を行った。定：量法は燐酸は石橋氏容量法に，石灰は過マン

ガン酸カリ容量法に從つた。定：量結果は第2表に示す。この結果によれば品種二上グル

．一 v聞の差は可成り著しいが，その間に明らかな関連性は認められない。Cowpea類は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
カルシウムが少い傾向がある。近藤氏が菜豆について行った結果に比較すれば，燐酸の

含量は大差なく，石灰は酊豆の方が多少多い傾向に考へられる。

Table　2．　Pho＄phoricacid　and　Calcium　contents

　　　　of．Vigna　Plants　seeds

　No．

　of　　　　　Name　oi　varietiesivarieti－

es

Ash
％in　ash

’P20s　9／0　i　CaO　／05

1
2
3
5
σ
7
1
0
1
1
蛤
聡

無
禦

　
叡日
力

蔓
金
ナ

3．　1－6

2．　0．9

2．　85

　
黒
班
デ
豆
劇
劇

　
　
　
　
　
α
α

　
　
　
　
　
　
　
ラ
、

　
　
　
　
　
　
ズ

奴
中
赤
サ
小
白
ウ

4
一
〇
－

O
σ
1
4

ρ
4
3
3

ρ
◎
1
3

2
4
6
【

7
7
0
0

2．　76

2．　60

萎：豊寧

舞：撃舞I

pli．　g，9］

28．　2

44．　2

38．　0

33．　1

4LO
33．　4

34．　8

12．　53

7．　52

9．　25

6．　78

11一．51

8．　98

10．　62

％　in　seed

P20s　％1Cao　o％

4
門
5
6
7
6
◎
9

1
1
て
一
－
「
⊥
－

20
Q1

H
2
3
忽
2
5
2
6
8
9
⑪

2
2
31
2
3
4

3
3
3
3

O．　93

e．　93

1．ユ3i

O．　23

0．　23

e．　23

福
福
淡
黒
黒
米

㈲
刻
茶
劇
二
丁

（
（
　
　
　
（
（

大
長
長
長
三
早
弓

長
豆
江
紅
尺
蛤
1
6

　
　
　
　
　
生

セレベスサラサ
カウピー・キジ
カウピー・ハブ

淵
瀬
日
劇

（
　
　

（

人
．
時

美
黒
琉
金

O．　781

1．　15

1．02

0．85
0．83！
O．　OJILi

i．．e41

「
3
5
2
0
2
5
2
5
2
4
忽
3
2

颪
我
a
歌
α
o
・
砿

6
9
0
2
1
9

8
8
C
9
0
0
∀

2
2
3
2
3
2

28．7
38．　4

29．　1

38．5
33．　3

30．4

9．　95！

4．6ユ

8．681
10．　53i

8．60i1

7．　621

e．　s21

51Si1

61　g71

1．．G91

ユ．04

0．　91

05
P2
P9

ｨ
1
5
0
1
1
0

∩
δ
3
3
3
り
0
3
3

．35．8

28．6

35．8
27．01・

30．0

39．4
27．　51

乙：器

giigl

s．　59i

乙：聰

　　］

1．10

0．89

1．14
0．　87

e．95
ユ．19

0．85

O．　2．8

0．13
0．　26

0．　31－

O．　26

’O．22

O．　23

0．　30｝，

e．　27

0．21

0．18
0．　2，3

c．　201

2．　87

2．99
2．　67

n
む
2
2

コ
5
0
ソ

3
Q
り
2

4
9
7

8
7
6

6
F
D
4

1：1き1

0．　981

O．　20

0．　17

0．12

3．　07

3．02
3．　e6

2．　57

27．　8

28．6
34．31

42．　21

0
2
6
3

π
’
4
・
C
2

4
n
◎
9
8

0．8ユ

1．　161

1．os1

1．10
　　1

1
5
3
1

1
2
2
ワ
一

（
）
O
O
O睡ea益 33．　6 z7s O．97 O．　22／



63（22墨） 清水純夫・．土量敏夫・川廷三田 ］）ilo，．2

〔⑪〕塾豆のビタミン簸

　（／）一蓋の全ビタミンB1含量　　　、　　．　．　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の（8）（，J）（1の（II）（13）

　萱類のビタミンBユ含量に関しては多くの報告がある。鉦鼓に関しては藤田氏の育爽
　　　　　　　　　　（：　：））

と考へられる16虹豆の結果がある他晶種別虹豆のビタミγB1含量に就てば極めて少い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一r14）（15）（9）（！6）　一　一

　著者等はP－amio－aceto．phenon法により着色’Xylo1液を島津光電管比色計を用

い定量した。分析試料は信州大学農学部圃揚に於て前報の如き栽培法に從い得られた昭

和25年及26年度産の種実である。之を！0⑪～3GOgを出來るだけ均一に粉砕したものにつ

き109三鷹してPHコ4．5の塩酸水200ccにて浸出する：方法にて行った。得ら．れた結果は第

3表に示す。第3表は水分13％として補正した各晶種のBi含有量を記してある。34品

種を一応同一母集団と仮定して両年度の総平均を度数分布表により簡易計算を行うと両

　　　　　　　・Table　3．　Vitamin　Bl　con’t・ents　of　Vigna　Plarits　seeds
1
1
　
L
＝
　
T
’

｝管

腔1”i
Varieties

1950 エ951

細鑑羅覇
　　　1

醗謙蹴瑚
　　　1

7
⊥
2
3
4
囁

．蔓無（TSURUNASH亙）
金時（長）（K亙NTO鑓＿N）
オカメ　（OKAME）
tt一二二1　C＄．tEi）　（SH亙R（）一丁目

5
6
7
8
9
！
0
1
1
狙
1
3

14　’

15
16
17
ユ8

19

．奴（YACCHO）
中黒（NAKAGURO）
赤班（SE互（IHAN）
ウヅラ（東）（UZURA一τ）
金時（神）（K亘NTOK1一鼠）
サ・デ（SASAGE）．
小豆（AZUKI）
1：ゴ（神）　（SHI亙～0－K）

鶉（？：t，［・」）（UZURAづ翼）

福色（内）（KATSUSHOKU－U）
褐色（：友）（KATSUSE［OI〈U一丁）

淡茶（TANCHA）
黒（東）（KUI～o－T）
黒（神）（KUR（）一K）

米豆（K◎MEMAME）

0
1
2
3
4
5
6

2
2
2
2
2
2
2

i大長島駆G真）
i惣山（CH～ユTζi）

1長江（CHOK：0）
長紅（CHOKO－Rose）
三尺（SAN∫AKU）
早生工6（WASE16）
赤16（AKA16）

27　．

，28

29
30

南海（NANKA1）
セレベスサラサ（SEREBES）
｛カウピー・キジ（COWPfi）A－K）
1カリ／fO　r一・ハブ（COWPEA－H）

31　美人豆（BIT亙NT（の
．32　黒（長）（KURO一・一N）．

33　1琉球（RYUKYU）
34　！金時（束）（K互NTOK－T）

　％
13．7
14．　2

1．　4．　IL

－i4．　gl

　　I

　tsee
835
807
7A－4

％．

S
凋
⑱
．
．
3

　
5
6
Q
ソ
◎
ソ

　
噌
⊥
雪
⊥

M
’

5
0
6
9
0
2
3
3
5

3
4
3
3
4
3
厘
3
3

1
1
ー
ユ
ー
エ
ユ
ー
－

778
687
”x67

971・

721
677
864
715
8e4

　7847
859
et84

796一

7
8
7
2
2
3
5
6
7

0
8
、
0
0
ユ
4
2
2
4

1
　
1
1
1
ー
エ
ー
－

767
’768
782
9ri一，5

649
736
822
603
72．6

9
2
0
6
5
1

4
3
0
U
3
3
0
0

1
1
下
二
上
ユ
i

7．54｛　ユ2．51

甥｝’ll：1…

ggl　1　141　g1

829　1　13．　91

10451　IL4．2

2
6
5
2
8
2
4

3
3
3
2
3
4
3

1
1
玉
ユ
ー
ー
ユ

ri’64

748
868
799
756
652
740

1量：暮l

l葦：乙［

707
687
870
652

714
902
9e1
801
793
104．e

1ri一．・．　1［

｛珪：創

12ig

韻

Q．35

94．1

876
9G6
822
572　1
8ri一．　3

9
2
2
0
2

0
0
4
｛
9

1
1
占
エ

653
787
747
2，21

13．9
ユ3．0

13．61．

ユ2．　71

1232
1CO．3

8e4
723

”1’S．3
1．　0．　6

14．7
14’．　7i

T290－

8e7
854
737

Mea箪±：σ 塾！亙騙8工◎．3一←117．T 一 M：耳819．1土126γ



）sTo．　2 翌エ豆に閥する．研究 （2蜀＞63

年度の差はほとんど認められない。平均810吸819ツの値は從來他の穀類骨董科植物の
　Cl’L，（］3）　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「11）

分析に比較して最も高い点が注目に値する。藤田氏によれば董類の中で高位にあるのは

大豆，落花生の700vであるが，本実験の結渠軍略の平均は之を超へてるる。参考のため

同一圃場にて通常栽培せる大豆，小豆について行った我々の分析結果では大豆（銀白）

750y小豆（中納言）400yを得た，之の値は，’障壁の難事と異るどころ沙く，虹豆のビタ
　　　　　　　　　　　　　　　　くヨのりつ
ミンB1の高単位は，栽培環境の影響も無いとは云へないがむしろ属そのものの特性と

考えられる。虹豆の申でも「美人豆」は2ケ年続いて特に含量が高く，小豆の平均の

3倍近い点は特記に値すると考へる。次いで想00γを超えるものは，「米豆」があるが，

「美人豆」「米豆」とも白色の豆であることは興味あることである。Bコ含量と草型の分類

とには明白な関係は認められない。

　（n）’二二の結合型ビタミンB1

　ビタミンB1には周知の如く遊離型と結合型の存在が知られ結合型即ちBコのピロ燐酸

塩がCo－carboxylaseとして，炭水化物の中間代謝に重：高なる意義を有することが明

らかにされ植物体中に於けるB1の生理的意義に関しても今日迄多数の研究が行われて
　　　（tL））（22）（23）

いる。

　著者等も又種子中のBtの生理的意義を知るべく昭和25年産及26年産の各6品種につ

きBzの遊離型と結合型の定量を行った。
　　　　　　　　　（9）cエ6♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　定量方法は桜井氏等の：方法に從つた。

即ち粉末試料！G9を精秤しPH4．5の塩：酸水200ccを加へ80。C15分蘭浸出し後冷却して1時

闇時々振蛋し後250ccに定容し之を遠心分離し上澄液につき全ビタミン定量の場合と同

様に処理比色定量した。得られた結果は第4表に示す如くである。この結果によれば両

年産のものの品種を対照して比較すれぽ結合型Bl含有量％は昭和25年産のものXl方が

何れも26年産のものより若干多い傾向を示している。即ち新しいものよりも古いものに

多いやうな結果を示している。これが種子貯蔵中の一般的傾向であるか否かはこれだけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの
め試料の結果からは速断し得ない。近藤氏によると町豆は大略4年経過すると発芽率が

急激に減ずると云う。この点を考へれば少くとも5ヶ年聞連続の結果を得なくてはなら

ないと老へる。この点につき著者等は穀類及董類を試料として目下研究進行中でありこ

の問題は機を更めて報告致したい考えである。

Table　4．　Estezn　Vi’tamin　Bi　of　Vigna　Plants　seeds

L
iYear

V’arieties　kn“iiBYitam－

　　　　　1

　Free一　1　Ester－
Vitam．in　Bl　lVitamin　Bi

・・器司・・講島

　　［KATsusHKou－l

　　U
　　－ICeWPEA－H

　　CHOKO－Rose1951

　　KO］v（［E］）IEAME

　　KURO－N
　　ISH亙RO一T

　T717
78e

887

1e25

892

830

　r495
4，75

450

79e

450

455

　T2・22
305

437

235

440

375

　9／01
c9．　0　1

60．　8

50．6

77．0

50．　A．

54．8

　o／0
31．0

39．　2

49．4

23．　O

A．．Qu．6

45．2
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Year

lgso

Varieties
All’　Vitam－

i簸B1

　Free層　　　　　挺）ster－

V呈t・晦B・IVit曲i鴫

KATSUSHOKU－U
COWPEA－H
CHOKO－Rase
KOMEMAM賦
KURO－N
SHIRO－T

　　7737

862

805・’

lese

ICO3

737・

　r412
’500

375　1’

525

sce　i

325

　Free一　　　　　更）s重er噌　、

Vitamin　Bi／Vitam1n　Bi

　r325
362

d．30

．525　i．

503

4ユ2

　o／0
55．　9

56．　8

46．　5

50．0

49．　8

44．1

　％
44．1

43．2

53．　5

50．　0

50．　2

55．9　1．

Table　5．　The　quantity　of　Sol．　Vitamin　Bi　of　Vigna　Plants

　　　　　　seeds　standing　in　2eOC．　water　for　12h．

Water
te皿P．

Varieties

200C．
KATSUSHOKU－V
AZUKI

。、認毒…。、，。謡。、 　　Ratio　ef
Sol．V・itqmin　Bi

　7762

765

5．5γ旨

4．5

100C．

KATsusffoKu－v　1

AZUKI

775　！

725

3．5

2．0

　％
O．7

0．5

0．4

0．2

　　　　　（γper・　Sa虹互P亙e　1009）

　（ノ、）駐豆の水浸中に於るB1の溶出

　訂豆を食用に供する為には通常一夜浸水して蒸煮するのであるからこの聞の．B1の損

失の程度を知るK〈試料粒を50．Ogとり，水200cc中に浸漬し10。C，20。Cの定温器中に12

時間放置し，浸水液汁豆の両者についてB還：を定量した。結果は第5表の如くである。
　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コひの

大豆の水溶出B還については嘗て足利・茶珍両氏が報干してみるが本実験の虹豆の場合

は両氏等の大豆の場合に比較して更に小量：である。此結果がらみると曲論に於けるBl

の溶出損減は極めて微量でありBゴの利用上極めて有利であること．を知った。

　　　　　　　　　　〔氾〕茎葉の．牝．学成分

　（イ）・町豆董葉の刈取期別による主要成分の変化

認豆はCo囎eaと称し米摩獣字勘飼料働であり・その磯構告されてる
るが義国に於てはCowpea青刈の文献は少い。故に著者等は苅取時期を3回に分けて

董葉を別々に分析し鳥

．第亙薗収穫期（開花始期）…………個侮こ県評1花の開花を見たとき　　　．

　田野回収穫期（開花最盛期〉………開花最も盛んなとき

　第蟹回収穫期（開花終期及爽の成熟初期）………開花が略々終り爽の成熟盛んになら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んとするとき

　供試試料は各区ともに前報の如き方法で同一条件で昭和26年に於て栽培せる3株を用
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い風乾し茎葉を別々にして粉砕したものである。この詳細を表示すると，．第6表の如くであ

　る。分析方法は常法に從つた。

　得ちれた結果は第7表第1図～第6図に示す。この結果によると藍に於ては，
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　（i）若干の例外はあるが大多数蛋白は第夏期開花

最盛期に最高に達し第璽期の憎憎の発育期に於て減

少の傾向を示す。’

　（ii）澱粉は第亙；期より漸次増加して第璽期に於て

も依然最も’含量高く葉に於て行はれる光合成澱粉の

茎への移行が種実発育期に於て盛んなことが伺はれ

る。

　（iii）繊維は第亘期に最も含量高く開花とともに

少量ではあるが多少減少している。之は開花期まで

は葉に於て合成された炭水化物の一部は茎のセルロ

ーズに変化して茎自身の肥大が行はれるが開花期に

及び，茎組織の肥大は停止し葉から送られる炭水化

物・蛋白はにはかに増大しこの三流途中の養分を充

満した状態にあるものと考へる。

（iv）一方葉に於ける変化をみると蛋白は第豆期

に最も多く以下生育とともに漸次減少している。

（v）澱粉もニヨ？例外はあるが大体第夏期が最も高く，発育とともに減少してみる。

（vi）繊維は茎の場合と逆に僅かで嫡ある力警育とともに若キ増加の傾向を示してみ

る。之は葉の中に於ける繊維が開花後に於て更に生成を続けたというよりむしろ第璽期

に至ると，葉中に於ける蛋白及澱粉量が減少して來るたφの相対的百分率の変化で増加

したと考へられるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之の葉に於る変化を茎の変
　F｛　g．　’？

c／犀罐a劇評Y．eaveS

町
一
i
」
一s

与

キ

弛二些　｝　亙　　　　葛　　　　圏
　　　　HartesL　Pericd

　　Ei　g’．　g

陣繍・喫飯・・

，
ノ
が
郷
／

☆
ご

叶
蕗
　
卸

一
i

　
ト
鴇

9　　　　還、　　　麗
　　Harvest　Peri：　1’

化と結びつけて考へるために
　　　　　　　くマ　ノ
C／N率を求めてみた。これを

表示したものが第7～8図であ

る。この表によると葉に於て

は大多数の晶種が第亜期に最：

も低い値を示ず傾向があり，

茎に煮ては逆に第璽期に於て

最も高い値を示す傾向が明ら

かに認められる。このことわ

開花後期即ち種実成熱の初期

に於ては種実め蛋白構想のた

めに茎から種実への窒素分の

移行は著しいのであるがこの

期に於ては茎中の炭水化物は

未だ活得な移行を示さず，種実成熟の中後期にいたると茎から種実の澱粉蓄積のために

移行するものと考へられる。これは從來の穀類の種実癸育過程に関する定説と異ること

はない。然しながらこXに若干の例外を示すカウピーの類その他，黒（長野）早生16，
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　　　　　　　　　　　　　　　　Table．　6．
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旦
垣
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旦
置
亜
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．　5．　6

3．5
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’

Plants　haTveSted．　periodically

V4Teight
　　of

a三rdry
roots’

Air　dry
leaves

嘩

　　　％

　to　all

　plant

4．　51’

6．5

7．3

3．　7

5．8

9．1

70．　ri一，

54．5

45．2

C9．　1

Air　dry
　stems
　　％

to　all

　plant

18．　2

35．31

42．　8

w．eight　i“fo．isturel　yv’ei’ght
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dried　tit
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dried　at　1　drl’ed　at
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南海等の品種はCIN率の数値も低く又開花前中後期聞の闇に著しい変化を示さないグル

ープであって，之は先きの草型分類からいうと，IV型及び翼型に属し，種実の成熟後落

葉しないもの又は逐次落葉するグルーープである。．之に対して，成熟とともに一斉に落葉

するグループは開花前中後期間のC／N率の変化が著しい傾向を観察する。

　茎が葉から種実への善分移行に関する役割については転流を行うとするめが定説であ

る。我々の行った上記実験結果から考察すれば，転回は云うまでもないが，開花後期g）種

実生成初期の若干の二二は，茎中に於て炭水化物類の一時的貯蔵を行うのではないかと

いう現象を示してし．・る様である。この点については今後の研究で再検討する必要がある

が，茎の生理的意義に関して興味ある数値であると思考する。

［g］able　8．　General　composition　o£　Vigna　leaves　harVested　periedically

Harvest
period

下
且
夏

頭
甑
盟

Varieties Mois－
ture

　　　　　
，雛皇IC留e
　　　　I

。欝，捲H認ul　6．・32

　cowpEA－K　1　7．lo
　　　　　　　　　T

24．　32

28．47

5．　21

5．　21

　褐　色　　（内）

KATSUSHOKU－U
　COWPEA’一　1〈

6．　92i

6．　35

24．15i　6．11

26．　601　5．　87

Crude
fibre

1ユ．c9

12．33

聡［幽，誌H。鮎

ut　1　COWPEA－K

　　i

8．　22．

6．86

16．　26

13．　17

Ash

7．　44

9．C6

Crude
starch

21．85

ユ3．05

7．　84

8．　471

　　F

18．　70

14．68

N－free
extract

’45．　02

37．83

44．72

：’9n　54

工軌95 ｡口＆83
24．85　　　　3．　791－　　　　　　　　14．70i

1－O．　16

8．73

14．　251

、5鳶
38．　851

41．　07

Table　9．’　General　coinposition　of　Vi・gna　ste．ms　harves’ted　perio・dically

Harvest
period

署
且
耳
門

口
置

亜
壷

・　Varieties

　褐　　’色　　（内り

KATSUSHOKV－U
　COWPF．A一　1〈

Mois－
ture

7．　44

7．@59

crude　［　crude

protein　i　fat
Ctude
’Eibre
Ash

副　　　　　o．　701
・，。25田，。

　　　［

33．　sll　s．　36

36．　931　8．　CO

Cyude
starch

N－free
extract

褐　色　（内）
KATSSUHO互くU－U

　C6WPEA－K

7．76

8．　81

　褐　色　（内）

KATSVSHOKU－U
　COW？EA－1〈

6．　53

5．　48

is．　esl　’　o．　s“±

16．801　O．55

8．　75

12．　821

O．　60

C．　60

31．ll　’　43．　so

lz　s［　．　34　631

　　d
3A．．441，　5．10こ口24．6
　　1　．．　．．Ar

31．67P　　　　6．　22・　　　　　　　　18．　7

3ユ．10

28．96

4．　25

　，p
4．76P

39．　61

　　1
21．　2i

　　…

41．14h

35．　95

48．　77

47．　381

　　f

㈲　虹豆乾草茎葉の一般成分と飼料としての価値

前項に於ては茎葉の収穫期別に回る粗蛋白，粗澱粉，粗繊維の3回分のみの変化を示

したが，飼料としての価値を知るには夏に油分及び脂肪をも加へたものが必要であってヂ
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褐色（内原）及Cowpea．一kの両種：について行った結果を第8表及第9表に示す。この

結果から見るとCowpea－kが褐色（内原）種より蚕白搾：量が高いのみでなく第臓卜に

至るも急減しないことは，「南海」「琉球」「黒（長野）」等の草型第七群に属するものX

特長であって，（第7表参照）開花期をすぎても葉の成育が衰へないグループである。

この種の中で「Cowpea」は，反当乾草収：量が他を引き離して大である（第6表参照）

点から考へ優良な飼料作物と云える。第6表中には又各署種を各刈取期別に茎部葉部の

割合を示してあるが第馬革になると比較的茎部の割合が大となり茎部な第7衷に明らか

な様に繊維分が多いから飼料としての敷果を低下させる点注意を要すると考えられる。

　茎葉の国分含量は，第翼期に於て乾物中葉に於て8．2～11．　5％，茎に於ては4．O～8．　no％

の間にあり，刈取琴弾による変化は，第8及び9表の結果では，開花後成熱と共に，減

少する傾向がある。灰分の組成について目下実験申であるが，客部の無機成分は他の董

科の場合と同様に石漆含量が極めて高く，從ってCowpea給与にあたっては，　P：Ca

の関係から．して，燐酸分の多い糠，その他の穀連類と併用することが希望される。エー

テル抽出物は富麗の：方は茎の約10倍の含：量を示しているが，この中には相当濃厚に葉緑

素が含有されている。

摘 要

　（1）壷950年，1951年の両年に栽培した34晶種の虹豆試料につき，一一一般成分，及無機成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ分のうち燐酸，石面含量を分析した。

　（2）鉦豆種実の一般成分は，粗蛋白2⑪～26％，炭水化物50～55％，粗脂肪1・5～2．1％，

粗繊維4・3～7・5％，三分2・6～3．3％であった。叉，次分中石次は，平均7．75％，燐酸は

33，6男であった。この結果は茱豆によく類似した組成であることを示している。

　（3）1950，1951年の両年産の34熱発の鉦豆につきP－amino－aceto　phenon法にて

Vitamin　B，の含量を測定した。この結果，両年の平均はそれぞれ8鈴±117γ及び819

±126yであって大差を認めなかったa又この結果から穀類，覆轍を通じ最も高いビタミ

ン含量を示すグループに属すると云うことが出来る。品種別に云うと「美人豆」は両年

続けて12goyを超えており注目に値する晶種である。これについで「米豆」が1040yで

あった。この両晶種とも白色豆であることは興味がある。ビタミン含：量と草型との関係

は明らかでない。

　㈲！950年，ユ951年の両年の結合型Vitamin　B1含有％を比較するとこの実験の範

囲内では古い種子の方がEster型含有％が大である傾向を示した。

　（5）水浸による瓢豆Vitamin　Bl損失は極めて微量：であった。

　㈲　開花始期，満開期及び落花期の3期に分けて刈取った虹豆10品種の茎葉につき一

般成分の定量を行った。この結果によると乾物中窒素分（従って粗蛋白）は，葉に於て

は第亘期に茎に於ては第亜期に，含量が最も大であることを知った。又更に各特別の分

析結果からC／N率を求めて茎葉の生理学的考察を行った。

　⑦飼料作物としての面から草型寅一A群に属する「カーウピPt類」の特性につき研

究した。
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　（8）以上㊧結果よりすれば，訂豆は，Vitamin　B1「含量の極めて高く且，蛋白，炭水

化物の均衡のとれた優れた食品であ’ると云うことが出来る。（1952・2・28）
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の成分並び に これ らの利用 との面 に多 くの揚合,深 い関聯性 があ ることを明 ら か に し

た。(1952.2.29)
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Studies on Vigna Plants.

Part  I. On the crop scientific classification 

          of Vigna Plants. (I)

      by 

KINZO  KAWATEI* 

TOSHIO TSUCHIYA**

 The present paper deals with the classification of varieties from morphological 

point of view, considering the "Plant  form" and  other,..oecological characters 

of 35 varieties of Vigna Plants. 

  As regards plant form, there were four, but to be more exact six types. we 

also  observed . four types in the form of leaves and seeds. 

  It is noteworthy that there were close relations among the plant forms and 

many other characters of varieties. 

 By the result of our present studies we will be able to classify the "Vigna 

Plant" into seven groups as Tab. 3. 

 But this  classification must be discussed by the studies to be made in future, 

especially from the oecological point of view. 

* Assistant Professor of Crop Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University. 

** Assistant of Crop Science, Facuty of Agriculture, Shinshu University.

Part II. On  fae  chemical compositions and utilization 

              of Vigna Plants.  (I)

                        by 

                   SUMIO SHIMIZU*** 

                 TOSHIO  TSUCHIYA 

                 KINZO KAATEI 

In this paper we  first studied general chemical composition, contents of Vit-
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amin  Bi, and some minerals of 34  varieties of Vigna Plants seeds cultivated in 

the year 1950  and 1951; secondly general compositions of leaves and stems, 

harvested in three times, namely before flower, in full bloom of flower and 

after blooming. 

 The results are summarized as follows. 

 i) With regard to chemical compositions of seeds, it was shown that protein 

   content was 20-26 %, carbohydrate 50-55%, fat and oil  1.5-2.1%, 

   fibre 4.3-7.5% and ash 2.6-3.3%, which were almost same of kidney 

   bean.  (Tab.  1). The ash of Vigna seeds contained  33.  6%  P205 and  7.75% 

 CaO on the average.  (Tab.  2). 

ii) Average contents of Vitamin  Bi were as high as  810? per 100 gr, compa-

   ring with that of Azuky bean  400? Soybean  750?. It is very noteworthy 

   that a special variety of Vigna Plants "Bijin-mame" were excellently rich in 

   Vitamin B1, of which contents were over 1200w in year 1950 and 1951 in 

   succession. (Tab. 3) 

iii) It seemed to be possible to classify the Vigna Plants into two groups; 

   Creeping type (iv -A) of Vigna Plants such as "Cow-pea" and "Nankai" 

   were suitable as feeds for domestic animals, on the other hand many 

   varieties of I, ,  jjtand iv-B type were suitable  for our foods, which will 

   be reported in the following paper. 
   "Cow -pea" was superior to other varieties of Vigna Plants , so far as Protein 

   contents and yields of dry grasses per area were concerned. 

iv) Further-more from the C/N ratio of stems harvested periodically, it 

   seemed to us that stems played the important roll not only as transporter 

   but as temporary deposite of plant nutritious substanses. (Fig. 1-8) 

*** Assistant Professor of Agricultural Chemistry , Faculty of Agriculture, Shinshu 
    University.

Part  III. On the chemical compositions and  utilization 

              of Vigna Plants. (II)

      by 

SUMIO SHIMIZU 

TOCHIO TSUCHIYA 

KINZO KAWATEI

 As has been mentioned in the previous report (Part II), seeds of Vigna 

Plants are rich in protein and Vitamin Bi . But all varieties of Vigna Plants are  -
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